
社団法人 私立大学情報教育協会  サーバー・キャンパス・コンソーシアム  

  

平成２０年度 第４回・土木工学グループ運営委員会 議事録 

 
[日 時 ] 平成２１年１月２０日（火）   １５：００～１７：００  
[場所 ] 私立大学情報教育協会・事務局会議室  
[委員出欠 ] 塩見、小島、北詰  [ ：出席者 ] 
[事務局出欠 ] 井端、森下、恩田  [ ：出席者 ] 

  
１． 報告事項 

（１）分野別学士力に関する中間報告の経緯説明 

平成２０年１１月１７日付で文部科学省に、分野別に検討された学士力に関する中間報告書

（配付資料１）を提出した旨、報告がなされた。これらの報告をもとに、「土木工学系におけ

る学士力の評価等」を含めて、今後、検討すべき課題に関する討議に入った。 

 

（２）平成２０年度の委員会活動について 

 事務局から、委員会活動について以下の報告がなされた。  
①平成２０年度の委員会活動は、今回をもって終了。  
②「土木工学系に関する学士力」を整理するといった当初の目的は達成された。  
③これらの検討内容をもとに、次年度の委員会活動を展開する予定。  

 
２．審議事項 

（１）座長および記録担当委員の選定 

 審議に先立ち、第４回についても、以下のとおり「座長」と「議事記録担当委員」が選定・

了承された。 

座長：塩見委員 議事記録担当委員：小島委員 

 

（２）次年度の検討課題（候補）について 

 ３名の委員と事務局で、「土木工学系における学士力」と「他分野の学士力」に関する資料

（配付資料１）の内容を比較・参照しつつ、今後の委員会活動の方向性について討議した。討

議の過程において、土木工学分野において、以下のような検討課題（候補）が取り上げられ、

これらの課題について次年度の委員会で検討することとなった。 

①学士力（土木工学分野）に関する評価方法 

②情報教育（土木工学分野）のあり方 

③国際連携（英語教育含む）のあり方 

④産学連携（高大連携含む）のあり方について 

検討結果のとりまとめは、平成２１年１１月末を目標とする旨、事務局から説明がなされた。 

３．その他 

 第２回委員会時に、「土木工学」そののもの定義（分野別・学系の定義）について簡潔にま

とめ、最終案の資料に追加してはどうかとの意見が出されており、保留となっていたが、本件

は次年度の委員会への申し送り事項となった。 



 

４． 委員会予定 

事務局から、次年度の委員会の体制と開催日程等については、今後、事務局側で調整して連

絡する旨、報告がなされた。  
日時：未定  
場所：私立大学情報教育協会・事務局会議室  

 

 

 


